













キーワード：授糞改善,授業評価,Course Management System (CMS)、Learning 












Course Management System (CMS)や Learning 































































































































































-J*需馨4MT Ca . «•*參' _ *
■ - ■•事rotWT*T*
1 I ♦**<
' -r. *• •<<<••«•*•«r# v
I ■•幽偉,AM**** •**»**»»►* *■
«» . W*«<4M'. • r»*4<**
I ■*・*, M■氣ft •
*••*• vH4r».^Aa..
****■*«■
»k,Vt , •偏•••«■■ £*M-«■ V
1 •* ■售 M •#<!••■■.
< -
































本教学雑誌 24 (Suppl.)： 109-114
社団法人私立大学情報教育協会(2001)大学教育へ 
の提言授芜改葆のためのITの活用2001年度版+ 
_法人私ft大学W報教育協会.
ピアスーバーバイザーからのコメント
ITC活用による®位性とジレンマ(潜作的阻寓要 
因)を明確にし,3つのジレンマ(予猝、連常組織、 
マンパワー)を解決すべき策として「ファイルメーカ 
ーサーバー」を活用することの意味を理解することが 
できた。特に学生カルテから学生自身が学期宋だけで 
なく現在進行形で教Hの評価から自らの学習状況を把 
握できることは学生の学(まなび)の姿勢の向上につ
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树川卞院抝期人7教行火践研究紀效2008
ながると忍われる。また、教員が担苗する科R以外の 
学習者が他科目に対する敗り組む姿勢を知ることは各 
教員の授業改涛につながると考えられる。但し,ここ 
で注意しなければならないことは丨CT活用が教R側 
のみの利川ではなく学習者が学習にたいして意欲持つ 
ようになる策であることを忘れてはならないと思う。 
また,同時にサーバーに讶理される授業評価にならな 
いようにしたい。つまり,サーバーを接点とした教ft 
と学生のネットワークの構築も可能ではないないだろ 
うか, く 担当：藤岛みち)
